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●各部局へのSDGs推進職員の配置
●基幹人財の配置

域学
連携 対馬グローカル大学による人づくり 「対馬モデル」の発信・普及

サステイ
ナブル・
ツーリズ
ム SDGsスタディツアー

循環経済システムの維持地産
地消 「地産」の仕組みづくり

「地消」の仕組みづくり

気候変動適応計画づくり

カーボンニュートラル/グリーンリカバリー
カーボンマイナス●気候危機を回避して持続可能なしまの実現を目指す宣言

循環経済モデル開発

農林水産業・観光資源の持続的管理

持続可能
な農林水
産業

資源利用ガイドラインづくり

有害鳥獣対策（捕獲、ジビエ・皮革利用）

●第３次総合計画への整合

●第２期SDGs未来都市計画との統合

●環境、森林づくり基本計画等への整合プラン
ニング

ポストSDGsアクションプラン検討

●第２期SDGsアクションプラン
●第３期SDGsアクションプラン

カーボンニュートラル達成年マイルストーン実現に向けたロードマップ 第2次総合計画達成年

市民・地域・学校・企業・行政・大学等の自主的・自発的な行動・協働
仕組み
づくり

SDGs推進を担う人づくり

対話・交流し応援する仕組みづくり

SDGs行政の仕組みづくり

地域自治運営（コミュニティ・ビジネス、防災、福祉介護等）
地域共
生社会 相互扶助の仕組みづくり（地域運営組織・小さな拠点）

ガイドライン

シカ3,500頭 個体数管理

担い手・循環経済の仕組みづくり システム構築

持続可能な観光地経営・循環経済の
仕組みづくり システム構築

農林水産業の循環経済の活性化/移住定住促進

12校区

30団体/年 関係人口化/再来島

観光による産業全体の循環経済の活性化

6校区

地域自治運営システムの維持

域内収支改善率
100%

循環経済の活性化

市民研究員
50名

システム構築産学官金オープンイノベーションの
仕組みづくり 市民共創による

オープンイノベーション

パートナー
シップ構築

システム構築

対馬モデル
確立

持続可能な農林水産業経営
食料自給率

50%

計画策定 緩和と適応策の実行
二酸化炭素排出
実質ゼロ

●「ごみゼロアイランド対馬」宣言
循環経済モデル試行

循環型の仕組みづくり・ごみ発生抑制・ごみ回収
ごみゼロ 循環経済・排出抑制回収システムの維持

10団体/年 関係人口化/再来島
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